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論文内容の要旨

本研究は主として HT50， HT6舘岡，ラインパイプ用鋼など低合金鋼のサプマージアーク溶接金属の

靭性改善をはかる目的で治金学的な立場から， 溶接金属の靭性に関与する諸要因の体系化ならびに

溶接金属の靭性改善方法を研究した口

本研究では，第 1 に溶接金属の靭性に影響する諸要因を治金学的な立場からとりあげとくに溶接金

属中の酸素含有量と光学顕微鏡組織について，靭性との関係を詳細に検討した。

そして，溶接金属の靭性改善には，酸素含有量の低減とクラックの破面単位を小さくできる光学顕微

鏡組織の形成が必須でトあることを明らかにした。

第二に高靭性が得られる溶接金属の最適光学顕微鏡組織を検討し，溶接金属に Mo， Ti を複合添加

して得られる微細粒フエライト均一組織が他の光学顕微鏡組織に較べ はるかに高い靭性を有するこ

とを解明し，このような微細粒フエライト均一組織形成をはかる靭性改善法を確立した。

第三に溶接金属中の酸素含有量の低減化方法として，溶接フラックスへのCaF2 添加がきわめて有

効であることを見出し，溶接フラックスへのCaF2 添加による溶接金属中の酸素含有量低減効果を明

確にした。同時にフラックスへのCaF2 添加によって溶接金属中の拡散性水素量，窒素含有量も同時

に低減することを見出した。そして，フラックスへの CaF2 添加によって生じるこれらの作用がCaF 2

の反応によって生じる大量のガスによるとのモデルを提案した。

これらの研究成果をもとに治金学的因子に裏づけられた新しいサブマージアーク溶接金属の靭性改

善方法として ， Mo-Ti 系溶接金属による微細粒フェライト均一組織形成とフラックスへのCaF2

添加などによる溶接金属の酸素含有量低減の両立を提唱し，この方法を確立した。
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本研究によって，サブマージアーク溶接金属の高靭化に影響する諸要因を治金学的な立場から，整

理体系化し，これら治金学的な因子にもとずく，応用範囲の広い靭性改善方法を確立した。そして，

実用的にも本法の適用により良好な成果をおさめた。

論文の審査結果の要旨

本論文は，主として H T50, H T6悦岡，ラインパイプ用鋼などのサプマージアーク溶接金属の靭性

改善要因を溶接治金学の立場から基礎的な検討を行うとともに，広い応用範囲を有する靭性改善方法

を確立することを目的として行われた研究結果をまとめたものである。

研究により得られた知見を要約すれば次のごとくである。

(1) まず\高靭性を有するサブマージアーク溶接金属を得るためには，その組織を均一微細粒フエ

ライト組織にすることが必要で、あることを見出し，その組織を得るための基礎的条件について検

討した。そして適量のMo と Ti を複合添加することにより，安定してこの組織が形成されるこ

とを見出した。

(2) 高靭性を有するサプマージアーク溶接金属を得るためには，また溶接金属の酸素含有量を低減

する必要があり，そのためにはフラックス中にCaF2 を適量添加することがもっとも有効である

ことを見出すとともにCaF 2 の酸素低減機構について，一つのモデルを提出した。

そしてこれらの知見をもとに，造船用 H T50鋼，低温用アルミキルド鋼の大入熱片面サブマージアー

ク溶接材料を開発し，大きな成果をおさめている。

以上の知見および応用成果は溶接工学上，溶接技術上寄与するところが大きい。よって本論文は博

士論文として価値あると認める。
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